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○議事日程（第１号）

　　平成17年３月８日　　午前10時開会

　日程第１　指定第１号　仮議席指定

　日程第２　選挙第１号　議長選挙

（追加日程）

　日程第１　指定第２号　議席の指定

　日程第２　選挙第２号　副議長選挙

　日程第３　議会議案上程　発議第１号～発議第４号

　　　　　　　（提案理由説明・質疑・討論・採決）

　日程第４　会議録署名議員の指名

　日程第５　会期の決定
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　　　　　　（提案理由説明）

　　　　　　　　　午前10時00分　開会

○議会事務局長（高橋伊佐男君）　議会事務局に出向いたしました高橋でございます。

　本日は、新町発足後初めての議会であります。議長が選出されるまでの間、地方自治法第107条の規定により出席議員の年長の議員が臨時に議長の職務を行うことになっております。年長の五十嵐三朗議員をご紹介申し上げます。

　五十嵐議員、議長席にお願いいたします。

　　〔五十嵐三朗君、議長席に着席〕
○臨時議長（五十嵐三朗君）　ただいまご紹介をいただきました五十嵐三朗でございます。

　地方自治法第107条の規定によって臨時に議長の職務を行いたいと思います。どうぞご協力のほどよろしくお願いを申し上げます。

　座らせていただきます。

　開会に先立ちまして、中能登町職務執行者からごあいさつの申し出があります。中能登町長職務執行者　宮川惣輔君、ごあいさつをお願いいたします。

　　〔町長職務執行者（宮川惣輔君）登壇〕

○町長職務執行者（宮川惣輔君）　記念すべき中能登町議会臨時会の開会に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。

　本日、ここに平成17年第１回中能登町議会臨時会を招集いたしましたところ、ご多忙の折にもかかわらずご出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。

　また、３月１日の中能登町開町式に際しましては、公私ともにご多用のところご臨席を賜り、重ねて御礼を申し上げます。

　おかげさまで新生「中能登町」が無事スタートすることができました。これひとえに関係各位のお力添えによるものと深く感謝申し上げる次第でございます。

　約２年半にわたる合併協議を通じ、寛容と忍耐が新たな調和を生み、この３町で元気なうちに元気な合併をしようという合言葉のもとできょうを迎えることができました。

　しかし言うまでもなく、この合併は手段であり、目的ではありません。町民の皆様方がこれからもこの地域で生き生きとした生活を送れる町、本当に住んでよかったと思える町となることが新町に課された使命だと認識をしております。

　新町においては、中能登町まちづくり計画の基本理念であります「ふるさと　ふれあい　心を育む　中能登町」の具現化に向けて、にぎわいと活力あるまちづくり、健康で生き生きと暮らせるまちづくり、地域の風土を生かしたまちづくり、強いきずなをはぐくむまちづくりを将来像として、中能登町民の融和と一日も早い一体感の醸成が図れる施策の展開を進めてまいりたいと考えております。

　私は職務執行者として、短い期間ではございますが、新町長さんへ中能登町をしっかりと引き継ぐため一生懸命努力をしてまいります。議会議員の皆様方におかれましては、行政執行に対するご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

　そして、旧来にも増して町民の皆様のお力添えも重ねてお願い申し上げ、ごあいさつとさせていただきます。

○臨時議長（五十嵐三朗君）　宮川惣輔君のごあいさつが終わりました。

　◎開会・開議

○臨時議長（五十嵐三朗君）　それでは、ただいまから平成17年第１回中能登町議会臨時会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、あらかじめ配付した日程によって行いたいと思います。

　なお、議事の進行につきましては、中能登町議会会議規則がまだ公布されておりませんが、これから関係例規（案）に準じて進行をしたいと思います。これにご異議はございませんでしょうか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○臨時議長（五十嵐三朗君）　異議なしと認めます。よって、議事の進行については中能登町議会会議規則（案）により進行させていただきます。

　◎仮議席の指定

○臨時議長（五十嵐三朗君）　これより日程第１　仮議席の指定を議題といたします。

　仮議席は、ただいまご着席の議席といたします。

　◎議長の選挙

○臨時議長（五十嵐三朗君）　それでは、これより日程第２の議長の選挙を行います。

　議場を閉鎖してください。

　　〔議場閉鎖〕

○臨時議長（五十嵐三朗君）　ただいまの出席議員数は41人であります。

　次に、立会人を指名いたします。立会人には、出雲英夫君、甲部昭夫君を指名いたします。

　投票用紙を準備いたしましたので、ご承認をお願いいたします。これにご異議はございませんでしょうか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○臨時議長（五十嵐三朗君）　異議なしと認めます。

　御承認いただきましたので、これより投票用紙を配付いたします。

　　〔投票用紙配付〕

○臨時議長（五十嵐三朗君）　投票用紙の配付漏れはありませんか。ありませんですね。

　　〔「なし」の声あり〕

○臨時議長（五十嵐三朗君）　それでは、配付漏れはなしと認めます。

　投票箱の点検を行います。立会人の出雲英夫君、甲部昭夫君、投票箱の点検をお願いいたします。

　　〔投票箱点検〕

○臨時議長（五十嵐三朗君）　異状なしと認めます。

　ただいまから投票を行います。

　念のため申し上げますが、投票は候補者の氏名のみを記載する単記無記名投票であります。

　事務局員が議席番号と氏名を呼び上げますので、順次投票をお願いいたします。

　それでは、投票を開始いたします。

　　〔点呼、投票〕

○臨時議長（五十嵐三朗君）　投票漏れはありませんか。ありませんね。

　　〔「なし」の声あり〕

○臨時議長（五十嵐三朗君）　投票漏れなしと認めます。

　以上で投票を終了いたします。

　ただいまより開票いたします。

　立会人の出雲英夫君、甲部昭夫君、開票の立ち会いをお願いいたします。

　　〔開　　票〕

○臨時議長（五十嵐三朗君）　それでは、議長選挙の結果を報告いたします。

　　投票総数　41票

うち有効投票　38票

　　無効　　　３票。

　有効投票のうち

　　作　間　七　郎　君　　37票

　　若　狭　　　　　君　　１票

　以上のとおりであります。

　この選挙の法定得票数は11票であります。よって、作間七郎君が議長に当選されました。

　議場の閉鎖を解きます。

　　〔議場開鎖〕

○臨時議長（五十嵐三朗君）　これをもって議長選挙を終わります。

　ただいま議長に当選されました作間七郎君が議場におられますので、当選の告知をいたします。

　ここで、議長に当選された作間七郎君のごあいさつがあります。作間七郎君。

　　〔37番（作間七郎君）登壇〕

○37番（作間七郎君）　ただいまは議長に当選させていただきまして、まことにありがとうございました。一言お礼を申し上げます。

　新しく中能登町が誕生し、初めて開かれた本日の議会において議会議長という職責の重大さに身の引き締まる思いをしているところであります。この上は、きらりと輝く中能登町づくりに向け、町の融和と発展、そして議会の公平、公正で円満な運営に微力ですが誠心誠意尽くす覚悟でございます。議員各位、執行部の皆さん、そして町民の皆様方の絶大なるご支援、ご協力、ご指導をお願い申し上げ、議長就任のあいさつとさせていただきます。

　本日はどうもありがとうございました。（拍手）

○臨時議長（五十嵐三朗君）　中能登町の初議会冒頭における重責を無事遂行できました。議員各位のご協力に深く感謝を申し上げたいと思います。

　なお、議長交代に先んじて、新議長就任に当たり一言ごあいさつを申し上げたいと思います。

　まず、地方議会の基本的な機能として、１つにはそれぞれの地域住民の意思を代表する機能、２つ目には自治、立法権に基づくところの立法機能、３つ目には執行機関に対する批判と監督権を持つものであります。

　なお、議長は議会を代表し、議場の秩序を維持し、議事を整理し議会の議事を統利するという大きな権限を持つものであります。特に議会議長のあり方に関する公正、指導の原則であります。この点については今ほども新任された作間議長がごあいさつの中にも述べられたとおりでございます。

　議長の地位は町の顔であり、議会自治の権威と結びつくものでもあります。したがって、議長の中立性と尊厳性を保つため、国会にあってはご承知のように議長は党籍を離脱することが慣例となっております。議長の立場は基本的にはあくまでも中立的なものでなければなりません。職務の執行に当たっては、常に冷静に、しかも公平に地方自治法、会議の原則にのっとり議会運営の万全を期さなければならないというふうに記されております。

　以上の立場から、主権在民、住民こそ主人公の立場に立ち、議会運営に専念されることを心より願い、作間七郎議長の今後のご活躍を祈念をいたしたいと思います。

　なお、地方自治体の本来の仕事とは、そこに住んでいる地域住民の暮らしと福祉、健康や安全を守ることであり、その役割を果たすように活動するのが議員の任務であります。議員各位におかれましても、在任特例措置により１年４カ月の任期延長となりますが、合併時、サービスは高い方に、負担は低い方にの方針でスタートしたものであり、先ほど宮川職務執行者の言われたように、本当に住んでよかったと言われる中能登町、新町の発展のさらなる基礎づくりのためご尽力のほどを心よりお願い申し上げ、ごあいさつといたします。

　それでは、議長の席を交代いたします。

　作間議長、議長席に登壇してください。

　　〔作間七郎君、議長席に着席〕

○議長（作間七郎君）　それでは、議長を務めさせていただきます。

　以後の議事進行について準備のため、暫時休憩いたします。

　　　　　　　　　　午前10時39分　休憩

　　　　　　　　　　午前10時49分　再開

○議長（作間七郎君）　ただいまから会議を再開いたします。

　本日の追加議事日程は、お手元に配付した議事日程表のとおりであります。

　◎議席の指定

○議長（作間七郎君）　議席の指定を行います。

　議席は、ただいま着席の議席を指定いたします。

　◎副議長選挙

○議長（作間七郎君）　次に、副議長の選挙を行います。

　副議長選挙につきましては、地方自治法第118条第２項の規定により指名推選によることとし、指名については議長において指名いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、議長において指名することに決定いたしました。

　それでは、副議長に、35番　木村武司君を指名いたします。

　お諮りいたします。

　ただいま私が指名した木村武司君を副議長の当選人と定めることにご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。ただいま指名した木村武司君が副議長に当選されました。

　ただいま副議長に当選された木村武司君が議場におられますので、会議規則第33条により当選の告知をいたします。

　木村武司君のごあいさつをお願いいたします。

　　〔35番（木村武司君）登壇〕

○35番（木村武司君）　ただいま副議長に推挙されました木村でございます。本当にありがとうございました。

　私自身、身の引き締まる気持ちでいっぱいでございます。今後、作間議長を助けながら中能登町の議会運営並びに住民のために誠心誠意尽くす所存でございます。

　何分にもご協力をお願い申し上げまして、私のあいさつといたします。

　どうもありがとうございました。

（拍手）

　◎議会議案上程

○議長（作間七郎君）　追加日程第３　議会議案上程の件を議題といたします。

　まず、発議第１号　中能登町議会会議規則の制定について

　発議第２号　中能登町議会傍聴規則の制定について

　発議第３号　中能登町議会委員会条例の制定について

　発議第４号　中能登町議会事務局設置条例の制定について

　以上４件を一括して議題といたします。

　提出者から提案理由の説明を求めます。

　９番　亀野冨二夫雄君

　　〔９番（亀野冨二夫君）登壇〕

○９番（亀野冨二夫君）　ただいま一括議題として上程を賜りました議会議案発議４件について、本文朗読を省略し、提案理由の説明をさせていただきます。

　第１号につきましては、平成17年３月１日付で中能登町が誕生いたしましたが、中能登町議会においてはいまだに会議規則が未設定であります。地方自治法第120条の規定により、会議その他の手続及び内部の規律を中心とした会議規則を制定しなければなりません。したがって、標準町議会会議規則に準拠し、議案として提出するものであります。

　第２号につきましては、議会の傍聴に関し必要な事項を地方自治法第130条の規定により制定するもので、議案として提出するものであります。

　第３号につきましては、本日、中能登町議会が招集されましたが、町議会委員会条例が未設定であります。地方自治法第111条の規定については、委員会に関して必要な事項は条例で定めることとなっており、中能登町議会においても組織及び運営についての基本的な事項に関し早急な制定が必要との観点から、標準町議会委員会条例に準拠し制定するため、議案として提出するものであります。

　第４号につきましては、地方自治法第138条第２項の規定により市町村の議会には条例の定めるところにより議会事務局を置くことができることになっており、議会の権限拡大に伴って増大する議会の庶務処理や議会としての実質的な活動を確保するための事務局の設置が必要との理由から、議案として提出するものであります。

　以上で提案理由の説明を終わりますが、提案の発議４件については、議員各位にはご審議の上、ご賛同賜るよう提出者を代表してお願いを申し上げます。

○議長（作間七郎君）　説明が終わりました。

　お諮りいたします。

　発議第１号、２号、３号、４号については、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、発議４件は委員会付託を省略することに決定いたしました。

　これより質疑を行います。質疑の方ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、質疑を終結いたします。

　これより討論を行います。討論の方ございませんか。

　　〔「なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　なければ、討論を終結いたします。

　これより採決を行います。

　発議第１号、２号、３号、４号を一括して採決いたします。

　発議４件は可決することにご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、発議第１号　中能登町議会会議規則、発議第２号　中能登町議会傍聴規則、発議第３号　中能登町議会委員会条例、発議第４号　中能登町議会事務局設置条例は可決されました。

　これより、ただいま可決されました条例及び規則の公布手続のため、暫時休憩いたします。

　　　　　　　　　　午前10時55分　休憩

　　　　　　　　　　午前11時01分　再開

○議長（作間七郎君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　◎会議録署名議員の指名

○議長（作間七郎君）　追加日程第４　会議録署名議員の指名を行います。

　会議録署名議員は、会議規則第118条によって、１番　島田正利君、２番　諏訪良一君を指名いたします。

　◎会期の決定

○議長（作間七郎君）　追加日程第５　会期の決定の件を議題といたします。

　お諮りいたします。

　本臨時会の会期は、本日から３月10日までの３日としたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、会期は本日から３月10日までの３日間とすることに決定をいたしました。

　◎常任委員会委員の選任

○議長（作間七郎君）　日程第６に入ります。常任委員会委員の選任を議題といたします。

　お諮りいたします。

　中能登町議会常任委員会委員の選任については、委員会条例第８条１項の規定により、お手元に配付しました名簿のとおり指名したいと思います。これにご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、ただいま配付した名簿のとおり指名し、各常任委員会委員に選任することに決定いたしました。

　◎議会運営委員会委員の選任

○議長（作間七郎君）　日程第７に入り、議会運営委員会委員の選任について議題といたします。

　お諮りいたします。

　中能登町議会運営委員会委員の選任については、委員会条例第８条１項の規定により、お手元に配付しました名簿のとおり指名したいと思います。これにご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、中能登町議会運営委員会委員はお手元に配付した名簿のとおり選任することに決定いたしました。

　ここで、暫時休憩いたします。

　　　　　　　　　　午前11時03分　休憩

　　　　　　　　　　午前11時26分　再開

○議長（作間七郎君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　先ほどの休憩中の議会運営委員会及び各常任委員会において委員長、副委員長が互選されましたので、ご報告いたします。

　議会運営委員会委員長に亀野冨二夫君、副委員長に岩井礼二君。

　総務常任委員会委員長に若狭　武君、副委員長に甲部昭夫君。

　民生常任委員会委員長に杉本平治君、副委員長に岡野武夫君。

　産業建設常任委員会委員長に宮本空伸君、副委員長に西村秀博君。

　教育常任委員会委員長に若狭明彦君、副委員長に古玉栄治君。

　以上のとおりであります。

　報告を終わります。

　昼食のため、１時まで休憩いたします。

　　　　　　　　　　午前11時28分　休憩

　　　　　　　　　　午後２時30分　再開

○議長（作間七郎君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　◎議案の上程

○議長（作間七郎君）　次に、専決処分の承認を求めることについて、報告第１号　中能登町役場位置条例ほか151件、及び報告第２号から第８号までの平成16年度中能登町各会計暫定予算に係る専決処分の承認を求めることについて、報告第９号　指定金融機関の指定、報告第10号　七尾鹿島公平委員会への加入についてまでの報告議案10件及び議案第１号から第４号までの議案４件を一括して議題といたします。

　以上の議案に対する説明を求めます。

　宮川惣輔中能登町長職務執行者

　　〔町長職務執行者（宮川惣輔君）登壇〕

○町長職務執行者（宮川惣輔君）　本日は、平成17年第１回中能登町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各位には公私ともに何かとご多用の中ご出席いただきまして、まことにありがとうございます。

　本日ここに上程いたしました報告第１号から第10号、議案第１号から第４号までの14件につきまして、一括してその大要を御説明いたします。

　まず、報告第１号についてであります。中能登町役場位置条例ほか151件の条例を地方自治法第179条第１項の規定に基づき平成17年３月１日専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により議会に報告し承認を求めるものであります。

　この条例は、３町にあった条例について調整を加え制定したものであり、１町のみ制定されていた条例につきましてはそのまま調整を加えて制定をしたものであります。この条例152件につきましては、事前配付によりご確認願ったものであり、非常にボリュームがあることから一覧表でお示しし、内容の説明については省略させていただきます。何とぞご理解賜りますようお願いいたします。

　次に、報告第２号についてであります。平成16年度中能登町一般会計暫定予算の専決処分の承認を求めることについてであります。

　本予算は、３町の一般会計予算及び鳥屋町の墓地広苑事業特別会計予算を引き継いだものであり、歳入歳出それぞれ41億479万8,000円としたものであります。

　また、債務負担行為につきましては第２表のとおりでありますが、これまで３町がそれぞれ定めてきたものを中能登町の債務負担行為として今回新たに定めたものであり、合計で４件となっております。

　また、第３表の地方債におきましても同様に本年度３町の地方債を引き継いだものであり、13件の限度額の合計は16億4,880万円となっております。

　続きまして、歳入歳出暫定予算について主な内容をご説明いたします。

　先ほど申し上げましたように、暫定予算の編成は３町の一般会計予算等を引き継いだものであり、原則として各町の議会で既に議決された予算の残額を計上したものであります。中能登町としては一番最初の予算という位置づけになりますが、実質的には平成16年度としては残り１カ月のための仮の予算であるということから、詳細な部分につきましては説明を省略させていただきたいと思いますので、ご理解を賜りますようお願いいたします。

　それでは歳入についてでありますが、１款の町税から18款の町債まで、原則として２月末の決算見込みにおける未収入額を計上したものであります。既に収入済みでありましても決算剰余見込みとなるものにつきましては17款の諸収入において雑入として受け入れるなど、歳出とのバランスを図るよう調整しながら計上したものであります。

　次に、歳出の内容について主な内容をご説明いたします。歳出におきましても歳入と同様に、１款の議会費から14款の予備費まで原則として２月末の決算見込みにおける執行残額について計上したものでありますが、そのほか中能登町となって新たに施行しなければならない町長選挙及び開町に要する経費など、この１カ月間において新たに必要となる経費につきましても所要額を見込んで計上したものであります。

　次に、報告第３号についてであります。平成16年度中能登町老人保健特別会計暫定予算につきましても、３町の老人保健特別会計予算を引き継いだものであり、歳入歳出暫定予算の総額を歳入歳出それぞれ４億5,815万9,000円としたものであります。

　編成に当たりましては、各会計と同様、２月末の決算見込みに基づいて計上いたしましたが、医療給付費等の見込み額を調整して暫定予算としたものでありますので、ご理解を賜りますようお願いいたします。

　次に、報告第４号についてであります。平成16年度中能登町介護保険特別会計暫定予算につきましても、３町の介護保険特別会計予算を引き継いだものであり、歳入歳出暫定予算の総額は、保険事業勘定の歳入歳出それぞれ２億5,799万9,000円、介護サービス事業勘定の歳入歳出それぞれ229万1,000円としたものであります。

　編成に当たりましては、各会計と同様、２月末の決算見込みに基づいて計上いたしましたが、保険給付費等の見込み額を調整して暫定予算としたものでありますので、ご理解を賜りますようお願いいたします。

　次に、報告第５号についてであります。平成16年度中能登町国民健康保険特別会計暫定予算につきましても、３町の国民健康保険特別会計予算を引き継いだものであり、歳入歳出暫定予算の総額を歳入歳出それぞれ３億8,435万8,000円としたものであります。

　編成に当たりましては、各会計と同様、２月末の決算見込みに基づいて計上いたしましたが、保険給付費等の見込み額を調整して暫定予算としたものでありますので、ご理解を賜りますようお願いいたします。

　次に、報告第６号についてであります。平成16年度中能登町下水道事業特別会計暫定予算につきましても、３町の下水道事業特別会計予算を引き継いだものであり、歳入歳出暫定予算の総額を歳入歳出それぞれ９億1,367万6,000円としたものであります。

　また、地方債につきましては第２表のとおりでありますが、３町で議決された地方債を引き継いだものであります。

　編成に当たりましては、各会計と同様、２月末の決算見込みに基づいて計上し、暫定予算としたものでありますので、ご理解を賜りますようお願いいたします。

　次に、報告第７号についてであります。平成16年度中能登町分譲宅地造成事業特別会計暫定予算は、鳥屋町及び鹿島町の分譲宅地造成事業特別会計予算を引き継いだものであり、歳入歳出暫定予算の総額を歳入歳出それぞれ8,901万8,000円としたものであります。

　各会計と同様、２月末の決算見込みに基づいて計上し、暫定予算としたものでありますので、ご理解を賜りますようお願いいたします。

　次に、報告第８号についてであります。平成16年度中能登町水道事業会計暫定予算は、３町の水道事業会計予算を引き継いだものであり、予算編成に当たりましては収益的収支並びに資本的収支のいずれも２月末の決算見込みに基づいて計上いたしましたが、３月中の必要見込み額を調整して暫定予算としたものでありますので、ご理解を賜りますようお願いいたします。

　以上が中能登町の会計７件の暫定予算の専決処分でありましたが、最初に申し上げましたように暫定予算は平成16年度最後の１カ月間の仮の予算という位置づけであり、予算額についても基本的には３町の決算見込みに基づいた額を基本に編成したものでありますので、議会の皆様のご理解を賜りますようお願いいたします。

　次に、報告第９号　中能登町指定金融機関の指定についてでありますが、地方自治法施行令第168条第２項の規定により、株式会社北國銀行を中能登町指定金融機関に指定するものであります。

　次に、報告第10号　七尾鹿島公平委員会への加入についてでありますが、合併に伴い、新たに中能登町が設置されたことにより、即時施行しなければならない公平委員会の共同設置への加入であります。

　次に、議案第１号　石川県市町村退職手当組合規約の変更についてでありますが、第１条関係では、組合を組織する市町村のうち平成17年２月１日付をもって根上町、寺井町及び辰口町が能美市に、松任市、美川町、鶴来町、河内村、吉野谷村、鳥越村、尾口村及び白峰村が白山市に合併したこと、及び同年３月１日付をもって志雄町及び押水町が宝達志水町に、鳥屋町、鹿島町及び鹿西町が中能登町に、能都町、柳田村及び内浦町が能登町に合併したため、組合規約の変更を行うものであります。

　また、第２条関係では、河北郡市地方税整理組合が平成17年３月31日付で解散するため、組合規約の変更を行うものであります。

　次に、議案第２号　七尾鹿島広域圏事務組合規約の変更についてでありますが、平成16年10月１日に七尾市、田鶴浜町、中島町及び能登島町が合併し新たに七尾市となり、平成17年３月１日に鹿島郡鳥屋町、鹿島町及び鹿西町が合併して新たに中能登町となったことに伴い、七尾鹿島広域圏事務組合を組織する市町の変更に伴い、主に６点の規約の変更が必要となったものであります。

　１点目として、合併前の関係市町の議員の選出区分を合併後の関係市町の選出区分に引き継ぐものであります。

　２点目として、組合の執行機関、組合運営理事会及び収入役の設置を変更するものであります。

　３点目として、組合の共同処理する事務に次の２つの事務を追加するものであります。１つ目は、災害対策基本法第84条第１項の規定に基づく応急措置の業務に従事した者の損害に対する補償事務であります。２つ目は、二宮川及びその支流にかかわる区域の水防法に基づく水防事務に関することの２つの事務であります。

　４点目として、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく共同事務処理を限定するものであります。

　５点目として、浄化槽法の規定に基づく共同事務処理を廃止するものであります。

　６点目として、墓地、埋葬等に関する法律に基づく共同事務処理を限定するものであります。

　以上の６点が七尾鹿島広域圏事務組合規約変更の主な点であります。

　次に、議案第３号　二宮川水防事務組合の解散についてであります。さきの議案にて提案したとおり、二宮川水防事務組合の事務について構成団体の減少から、事務効率を向上させるため七尾鹿島広域圏事務組合へ事務移譲するものであります。

　最後に、議案第４号　二宮川水防事務組合の解散に伴う財産処分に関する協議についてであります。地方自治法第289条の規定により、関係団体の協議において二宮川水防事務組合の財産はすべて七尾鹿島広域圏事務組合に帰属させるものであります。

　以上、本日提出いたしました議案各件につき、その大要をご説明申し上げましたが、議員各位におかれましては慎重なるご審議をいただき、適切なるご承認とご裁可を賜りますようお願いいたしまして、提案理由の説明を終わります。

○議長（作間七郎君）　提案理由の説明が終わりました。

　お諮りいたします。

　報告第１号から第10号までの報告10件、及び議案第１号から第４号までの議案４件は、委員会付託を省略したいと思います。これにご異議ございませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、報告10件、議案４件については委員会付託を省略することに決定いたしました。

　お諮りいたします。

　ただいまの報告、議案等については、慎重審議が必要であるとの理由から、議案審査機関を設けたいと思います。そのため、議案の質疑、討論、採決については最終日に行いたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　〔「異議なし」の声あり〕

○議長（作間七郎君）　異議なしと認めます。よって、町長職務執行者の提出議案についての質疑、討論、採決については議会最終日に行うことに決定いたしました。

　◎散　　　会

○議長（作間七郎君）　以上をもって本日の議事日程は終了いたします。

　３月10日午後２時より会議を開きます。

　本日はこれをもって散会いたします。

　　　　　　　　　　午後２時46分　散会
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